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本書をよ くお読みのうえ 作業を行ってください。
また、お読みになったあ とは、本書はいつでも取り出せる場所にかならず保管してください。
※本書による作業は、弊社とこ契約いただいているレンタル事業者様に限ります。
※作業後のトラブル等については、弊社では責任を負いかねます。あらかじめこ了承お願

いいたします。
※修理品の代替品について、発送と返却の費用はお客様負担となります。あらかじめこ了

承お願いいたします。
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作業前の確認事項

●駐車ストッパーおよびハンドブレ ー キが確実に動作するか確認してください。
●車体を押したときにまっすぐ走るか確認してください。
●全ての車輪が均 ーに地面に接地するか確認してください。
●タイヤおよびブレ ー キの摩擦、変形などがないか点検し、必要に応じて交換してください。
●車体の開閉がスムーズに行えるか確認してください。
●製品各部のカシメ、ネジ、ナットの緩みおよび破損がないか確認してください。

作業時の注意事項

●作業時にワイヤー が破損しないよ うに注意してください。
●車輪のナットの締め付けが緩いと脱落の恐れがあるので注意してください。
●組立調整は確実に行ってください。
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部品交換方法
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◆ブレーキゴム交換方法

①

外側に引く

・ブレーキゴム交換後は、必ずブレーキ調整を行ってください。

・ブレーキは左右が同調するように調整してください。

外した時の逆の手順でブレーキゴムを取り
付けます。
ブレーキ金具が変形しないように、金具の
裏側を指で押さえてブレーキゴムを差し
込んでください。
（ブレーキゴムが入りにくい場合は、４０℃
以下で温めると入りやすくなります。）

ブレーキゴムを車体の外側方向に少しづつ
引っ張って外してください。
無理に引っ張ると、ブレーキ金具が変形する
恐れがありますのでご注意ください。
（外れない場合は、ナイフ等でブレーキゴム
　の一部を切断すると外しやすくなります。）

② 

③ ブレーキゴムの穴の奥に、ブレーキ金具の
先端が届くまで差し込んでください。

ブレーキ金具が変形して、外側に開い
ていないことを確認してください。
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ブレーキゴムの取り付け部に油やグリ
スを塗布しないでください。
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押さえる

ブレーキゴムの
中央部を切断する

ゴムの穴の
奥まで差し込む

ゴムが奥まで入ってない 金具が変形している







⑧ハンドブレーキを駐車ストッパーに掛けた状態で、ブレ
ーキゴムとタイヤの隙間を確認してください。

※

※調整ネジは、反時計回りでワイヤーが張り、隙間が縮まり
ます。

ハンドブレーキを握り、左右ともブレーキがかかってい
るか確認してください。

ハンドルの高さは3段階ですので、各高さで確認してく
ださい。
稀にワイヤーのライン状態がブレーキに影響する場合
があります。ワイヤーが左右対称のラインになっている
か、パイプに異常な接触をしてないかを確認してくださ
い。

⑩

※

※

ブレーキ調整方法

ブレーキの調整後は、必ずハンドブレーキを操作し、
ブレーキが確実に効くことを確認してください。
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ハンドブレーキを
駐車ストッパーに掛けた状態

⑨ブレーキ金具とタイヤの隙間が広すぎたり、狭すぎる場
合は、調整ネジで微調整してください。金具を変形させ
て隙間を広げることはしないでください。

ブレーキゴムとタイヤの緩衝するようであれば、再度調
整を行ってください。隙間は、約1.5mmが適切です。











注意

注意





注意




